
活動報告書

① グループ名

ＮＰＯ法人 悟空研究所

② 提案名

みなとみらい２１体感クイズラリー

③ 助成を受けて行った活動の時期及び内容

■活動の内容と実施形態

この体感クイズラリーは二つの要素で構成しています。

一つは、広いみなとみらい２１地域に点在する横浜開港時代の遺跡や、

新たに開発発展してゆく現場に触れて、クイズに答えながら散歩する、

みなとみらい２１地域の探索散歩です。

もう一つは、探索散歩でえた知識を検証するクイズラリーを

臨港パークで実施しました。

この体感クイズラリーは記憶力(知)と体力(力)の勝負です。

探索体散歩でえた知識をもとに、２０問のクイズに答えて正解の人は広い

公園の次のポイントで、新しい問題をもらい次のステップへ進みます。

解らない人や不正解の人は、広い公園を一周してから、

新しい問題をもらって、

次のステップに進むと云う、知力と体力で楽しく遊びながら勉強する、

みなとみらい 21 の体感クイズラリーです。

■平成２４年１０月７日(日)

みなとみらい２１地域の探索散歩第１日目

朝から雨の降る日でしたが、午後からは止み間もあったので決行しました。

しかし参加者は、５０名を超える応募がありましたが、１７名でした。

１日目の散歩は、マリノスタウンサイドから開始しました。

各自に配布したミッション指令書に基づいて探索して、指令書の問題

に答えながら散歩をしました。

■平成２４年１０月８日(月/祭)

みなとみらい２１地域の探索散歩第２日目

朝から晴れでしたが、参加者は２７名（内１２名が昨日と同じ人）でした。

２日目の散歩は、象の鼻サイドから開始しました。

１日目同様に、各自のミッション指令書に基づいて探索して、

指令書の問題に答えながら散歩をしました。

■平成２４年１０月１３日(土)

みなとみらい２１体感クイズラリー

13:00 横浜市民活動センター４階のワークショップ広場で

開会式をしました。

探索散歩に参加した３２名と、クイズラリーから参加した、

４名を加えて参加者は３６名となりました。

クイズラリーの方法や注意事項の後、用具や用品を持って、

会場の臨港パークに移動しました。



14:30 みなとみらい 21 体感クイズラリーの開始

各アジトでクイズをもらい回答しながら基地に戻り、

正解だと次のアジトに新たな問題をもらいに走る。

不正解だと各アジトを全部回ってシールをもらって来て、

次の問題に行けると云うタイム勝負の、

知力と体力勝負のクイズラリーです。

15:20 全問正解で走り抜けた、小学４年生男子が 1 位でゴール。

15:35 １位の女の子がゴール。

16:30 終了。

タイムオーバーで、出来なかった子どもは、１名でした。

市民活動センターに戻り、表彰式を行う。

男女の１～３位の子どもに、金・銀・銅のメダルを授与した。

ゴールした全員の子ども達に表彰状を渡して、

全員に参加賞を渡しました。

２回目の「みなとみらい２１体感クイズラリー」は無事終了しました。

＊クイズ解答用紙の問題１９と２０の回答は別紙のとおりです。

■制作物データ

＊チラシ、Ａ／４版フルカラー・裏面モノクロ、8,000 枚印刷。

＊指令書、Ａ／５版１６ページ仕上げ、 １50 部印刷。

＊問題用紙、Ａ／５版片面印刷２２枚組み仕上げ、 １50 部印刷。

④ エリアマネジメントにおける効果

江戸末期から明治の日本近代史で重要な、多くの文化遺産が点在している、みなとみらい２１地区は、

開発の進展と共に新たにユニークな施設やモニュメントが点在しています。

子ども達にその連綿と受け継がれた近代史の遺産の中で発展してゆく街を隅々まで訪ね歩き、新たに発展

して行く姿を通してして子ども達が、この横浜に愛着と誇りが持てる一助となるように、進化してゆくみなとみら

い 21 地域を、体感させるイベントとして実施しました。

子ども達の知識の吸収は早く、また話題の伝播力も早い子ども達に、みなとみらい２１地域の素晴らしさを

語りかけてゆくことは、正しくエリアマネジメントの目的の一つである、地域への愛着や満足度の高まり、に

子ども達を通して寄与するものと思います。

⑤ 今後の活動展望（課題や活動の広げ方、継続性等）

エリアマネジメントの課題の一つである地域への愛着や満足度の高まりを、子ども達の好奇心やバイタリティを

通して、促進して定着させる活動に出来ないか考えています。

そして次の３年次目を活動の集約点として、次につなげるテーマ性を持ったイベントを通して横浜の歴史文化

遺産であり未来都市としての、みなとみらい２１地域特性を生かした、を広報してゆく方策を検討して行こうと

思います。






